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企業版ふるさと納税

五ヶ瀬町企画課
商工観光係 主事 矢野 亮佑

五ヶ瀬ハイランドスキー場



五ヶ瀬ハイランドスキー場

平成２年にOPEN！ ピーク時は10万人に上ることも！

⇓
令和４年９月 台風14号 襲来！
アクセス道麻痺により２年の休業

⇓
明日！ 2025 SEAZON 12月20日(金) リニューアルOPEN！

PRを強化し、更なる集客！！よりよいスキー場に！！



営業日数80日で町人口の約10倍の来訪！

コロナ禍前の2018シーズン(平成30)
32,147人 県内：11,903人 県外：20,244人
※町内の数ある観光地でわずか80日に約3万人を集客する施設はココだけ

★季節従業員として町民や近隣市町村民が従事

→ 貴重な雇用の場

★本町ならではの高品質サービスの生産拠点として、地域経済
活性化と雇用の安定化を図る

→ まち・ひと・しごと創生総合戦略に明記



Point 1 安全性 －安心して楽しめるゲレンデづくり－

・造雪機・・・老朽化により入替必須
・降雪機・・・よりよいゲレンデにするためにはファン型も必要
・圧雪車・・・最低２台必要。うち１台が古く更新が必要

必要な投資

冬のみの使用により老朽化が進む・・・
近年の暖冬で雪が解ける・・・ 等悩

これらすべてを揃えるとなると莫大な予算が必要。もちろん維持費も。。。難



Point ２ 発展性 －わくわくが続くハイランドづくり－

例１ 入場リフトをゴンドラ化

→ 夏場雇用と景色満喫

圧倒的な自然を活用し
冬のみならず年間利用が可能なハイランドに・・・

春 花々登山

夏 新緑涼風星空登山

秋

冬

紅葉登山

スキー雪景色雪遊び星空登山

例２ コース新設・拡幅

→ 安全性にも共通する



例１ 入場リフトをゴンドラ化→ 夏場雇用と景色満喫

五ヶ瀬の入場リフト ゴンドラタイプのリフト



例２ コース新設・拡幅
↓

安全性にも共通する

〈黒線〉

九州島発祥の地の森林
を活用した林間コース

〈紫線〉
滑って帰れる新コース
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